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商業簿記・会計学　答案用紙

商業簿記／ 119 回 - 問題は本文 2 頁，解答・解説は本文 80 頁

商業簿記・会計学／答案用紙

仕 入
棚 卸 減 耗 損
商 品 評 価 損
繰延割賦売上利益控除
販 売 費
一 般 管 理 費
減 価 償 却 費
退 職 給 付 費 用
支 払 手 数 料
貸 倒 引 当 金 繰 入
関 連 会 社 株 式 評 価 損

法 人 税 等
繰 越 利 益 剰 余 金

（ ）

損　　　　　　　　益 （単位：千円）

摘　　　要 金　　　額 摘　　　要 金　　　額
3/31
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

一 般 売 上
割 賦 売 上
繰延割賦売上利益戻入
有 価 証 券 利 息

3/31
〃
〃
〃
〃

（ ）

（ ）

（ ）

現 金 預 金
売 掛 金
割 賦 売 掛 金
繰 越 商 品
前 払 費 用
未 収 収 益
先 物 取 引 差 金
繰 延 税 金 資 産
建 物
土 地
満 期 保 有 目 的 債 券
そ の 他 有 価 証 券
関 連 会 社 株 式
長 期 貸 付 金

決　　算　　残　　高 （単位：千円）

摘　　　要 金　　　額 摘　　　要 金　　　額
3/31
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

支 払 手 形
買 掛 金
未 払 費 用
繰 延 割 賦 売 上 利 益
未 払 法 人 税 等
貸倒引当金（売上債権）
貸倒引当金（長期貸付金）
繰 延 税 金 負 債
退 職 給 付 引 当 金
建 物 減 価 償 却 累 計 額
資 本 金
資 本 準 備 金
そ の 他 資 本 剰 余 金
利 益 準 備 金
任 意 積 立 金
繰 越 利 益 剰 余 金
その他有価証券評価差額金

3/31
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
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会 計 学／ 119 回 - 問題は本文 6 頁，解答・解説は本文 86 頁

借　方　科　目

１　ａ（　　　　　　　　　）　　　　　ｂ（　　　　　　　　　）

２（借手側）

第２問

第３問

第１問

（単位：千円）

a

金　　　額

a

c

e

g

i

b

d

f

h

j

b

c

貸　方　科　目 金　　　額

借　方　科　目

　（貸手側）リース取引開始日に売上高と売上原価を計上する方法によること （単位：千円）

a

金　　　額

b

c

貸　方　科　目 金　　　額
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商業簿記・会計学　答案用紙

商業簿記／ 120 回 - 問題は本文 8 頁，解答・解説は本文 91 頁

（問１）

（問２）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

積 送 売 上 高

棚 卸 減 耗 費

商 品 評 価 損

販　　 売　　 費

社　 債　 利　 息

為 替 換 算 差 損 益

（差損の場合には，数字の頭に△印を付すこと。）

（単位：千円）  

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

△

350

△

△

85,000

×××

（単位：千円）  

現 金 預 金 

売 掛 金 

積 送 売 掛 金 

　貸 倒 引 当 金

商 品 

積 送 品 

前 払 販 売 費 

建 物 

　減 価 償 却 累 計 額

備 品  

　減 価 償 却 累 計 額

土 地 

投 資 有 価 証 券 

  

そ の 他 資 産

67,245

100,000

20,000

88,000

3,500

55,000

×××

買 掛 金 

未 払 法 人 税 等 

社 債 

そ の 他 負 債 

資 本 金 

資 本 準 備 金 

そ の 他 資 本 剰 余 金 

利 益 準 備 金 

任 意 積 立 金 

繰 越 利 益 剰 余 金 

貸　借　対　照　表
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会 計 学／ 120 回 - 問題は本文 12 頁，解答・解説は本文 99 頁

第１問

１ ２ ３ ４ ５

第２問

借　方　科　目 金　　額 貸　方　科　目 金　　額

問１

問２

第３問

（単位：千円）  

当期首残高

当期変動額

　新株の発行

　（新株予約権の行使）

　剰余金の配当

　別途積立金の積立

　当期純利益

　自己株式の取得

　自己株式の処分

　株主資本以外の
　項目の当期変動額

当期変動額合計

当期末残高

（単位：千円）

株 主 資 本 等 変 動 計 算 書

平成19年 4月 1日～平成20年 3月31日

資本剰余金 利益剰余金
株　主　資　本 評価・換算差額等

その他利益剰余金

資　
　

本　
　

金

資
本
準
備
金

資
本
剰
余
金

そ

の

他

合

計

資
本
剰
余
金

利
益
準
備
金

剰

余

金

繰
越
利
益

合

計

利
益
剰
余
金

自

己

株

式

株
主
資
本
合
計

繰
延
ヘ
ッ
ジ
損
益

新

株

予

約

権

純

資

産

合

計

評

価

差

額

金

そ
の
他
有
価
証
券

差

額

等

合

計

評

価

・

換

算

積

立

金

別

途
10,000 400 250 650 620 200 1,400 2,220 △ 500 12,370 140

170

40

30

180 200 12,750
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商業簿記・会計学　答案用紙

商業簿記／ 122 回 - 問題は本文 14 頁，解答・解説は本文 103 頁

［問１］　平成21年３月31日現在の貸借対照表価額

現金預金 資本準備金

千円 千円

［問２］
 損　益　計　算　書 

自平成20年４月１日　至平成21年３月31日 （単位：千円）
Ⅰ 売　　　上　　　高 （ ）
Ⅱ 売 　 上 　 原 　 価

１　期 首 商 品 棚 卸 高 （ ）
２　当 期 商 品 仕 入 高 （ ）
　　　　合　　　計　 （ ）
３　期 末 商 品 棚 卸 高 （ ）
　　　　合　　　計 （ ）
４（  ） （ ） （ ）
　　　売　上　総　利　益 （ ）

Ⅲ 販売費及び一般管理費
１　販 　 売 　 費 （ ）
２　一 般 管 理 費 （ ）
３　貸 倒 引 当 金 繰 入 （ ）
４　減 価 償 却 費 （ ）
５（  ） （ ） （ ）
　　　営 　 業 　 利 　 益 （ ）

Ⅳ 営 業 外 収 益
１　受 取 利 息 （ ）
２（  ） （ ） （ ）

Ⅴ 営 業 外 費 用
１　支 払 利 息 （ ）
２（ 　 ） （ ） （ ）
　　　経 　 常 　 利 　 益 （ ）

Ⅵ 特 別 利 益
１（ 　 ） （ ）
２（　 　 　） （ ） （ ）

Ⅶ 特 別 損 失
１　投資有価証券評価損 （ ） （ ）
　　　税 引 前 当 期 純 利 益 （ ）
　　　法人税・住民税及び事業税 （ ）
　　　法 人 税 等 調 整 額 （ ）
　　　当　期　純　利　益 （ ）
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会 計 学／ 122 回 - 問題は本文 18 頁，解答・解説は本文 110 頁

第１問

区　分 区　分 区　分

① ② ③

④ ⑤

Ａ 千円

Ｂ
×2年３月末 千円

×3年３月末 千円

Ｃ
×1年度（ 借 または 貸 ） 千円

×2年度（ 借 または 貸 ） 千円

Ｄ
×1年度（ 借 または 貸 ） 千円

×2年度（ 借 または 貸 ） 千円

年　度 減価償却費

×1 年度 千円

×2 年度 千円

×3 年度 千円

第２問
問１

問2

第３問
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商業簿記・会計学　答案用紙

商業簿記／ 123 回 - 問題は本文 20 頁，解答・解説は本文 115 頁

決算整理後残高試算表 (単位：千円）

現 金 預 金 （ ） 支 払 手 形 1,520

受 取 手 形 （ ） 買 掛 金 4,800

売 掛 金 8,500 設 備 購 入 手 形 （ ）
割 賦 売 掛 金 （ ） 貸 倒 引 当 金 （ ）
繰 越 商 品 （ ） 繰 延 割 賦 売 上 利 益 （ ）
建 物 （ ） 退 職 給 付 引 当 金 （ ）
備 品 （ ） 資 本 金 （ ）
土 地 53,000 資 本 準 備 金 （ ）
そ の 他 有 価 証 券 （ ） そ の 他 資 本 剰 余 金 （ ）
関 係 会 社 株 式 （ ） 利 益 準 備 金 （ ）
前 払 利 息 （ ） 任 意 積 立 金 （ ）
自 己 株 式 （ ） 繰 越 利 益 剰 余 金 （ ）
仕 入 （ ） 一 般 売 上 （ ）
繰延割賦売上利益戻出 （ ） 割 賦 売 上 （ ）
販 売 費 2,500 繰延割賦売上利益戻入 （ ）
一 般 管 理 費 3,000 有 価 証 券 利 息 （ ）

棚 卸 減 耗 費 （ ） 受 取 配 当 金 70

商 品 評 価 損 （ ） （ ）

支 払 利 息 （ ） （ ）

取 戻 し 商 品 （ ） 　 （ ）

減 価 償 却 費 （ ）

退 職 給 付 費 用 （ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

　 （ ）

　 （ ） 　
（ ） （ ）
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会 計 学／ 123 回 - 問題は本文 24 頁，解答・解説は本文 122 頁

第１問

1

2

3 活動

4 勘定

5 基準

第２問

　 ×１年度 ×２年度

繰延税金資産計上額 　 　

　流動資産の部 百万円 百万円

　固定資産の部 百万円 百万円

繰延税金負債計上額 　 　

　流動負債の部 百万円 百万円

　固定負債の部 百万円 百万円

法人税等調整額 百万円 百万円

第３問

1 千円

2 千円

3 千円

4 千円

5 千円
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商業簿記・会計学　答案用紙

 　 決算整理後残高試算表 　
 平成22年３月31日 （単位：千円）

借　方　科　目 金　　　額 貸　方　科　目 金　　　額

現 金 預 金 （ ） 支 払 手 形 （ 1,500 ）

受 取 手 形 （ ） 買 掛 金 （ 8,600 ）

売 掛 金 （ ） 預 り 営 業 保 証 金 （ ）

有 価 証 券 （ ） 貸 倒 引 当 金 （ ）

繰 越 商 品 （ ） 未 払 費 用 （ ）

前 払 費 用 （ ） 未 払 法 人 税 等 （ ）

未 収 収 益 （ ） 未 払 消 費 税 （ ）

繰 延 税 金 資 産 （ ） 繰 延 税 金 負 債 （ ）

建 物 （ ） リ ー ス 債 務 （ ）

土 地 （ ） リース資産減損勘定 （ ）

リ ー ス 資 産 （ ） 長 期 借 入 金 （ ）

満 期 保 有 目 的 債 券 （ ） 退 職 給 付 引 当 金 （ ）

投 資 有 価 証 券 （ ） 資 本 金 （ 17,000 ）

破 産 更 生 債 権 等 （ ） 資 本 剰 余 金 （ 5,000 ）

売 上 原 価 （ ） 利 益 剰 余 金 （ 8,071 ）

賃 貸 原 価 （ ） その他有価証券評価差額金 （ ）

販 売 費 （ ） 売 上 （ ）

一 般 管 理 費 （ ） 賃 貸 収 入 （ ）

建 物 減 価 償 却 費 （ ） 受 取 配 当 金 （ ）

リース資産減価償却費 （ ） 受 取 利 息 （ ）

退 職 給 付 費 用 （ ） 有 価 証 券 利 息 （ ）

貸 倒 引 当 金 繰 入 （ ） 有 価 証 券 運 用 益 （ ）

租 税 公 課 （ ） 法 人 税 等 調 整 額 （ ）

支 払 利 息 （ ）

減 損 損 失 （ ）

法 人 税 等 （ ）

（ ） （ ）

商業簿記／ 125 回 - 問題は本文 26 頁，解答・解説は本文 129 頁
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第１問

Ⅰ欄
語句の記号

Ⅱ欄
正しいと思われる適当な語句

１

２

３

４

５

第２問
問１

Ⅰ欄
資産Ａの簿価

Ⅱ欄
資産Ａの減損損失

￥� ￥�

問２

Ⅰ欄
各資産の簿価

Ⅱ欄
各資産の減損損失

資産グループＢ ￥� ￥�

資産グループＣ ￥� ￥�

共用資産 ￥� ￥�

第３問

負 債 と は ， 過 去 の 取 引

等 の 結 果 と し て ， 報 告

主 体 に 生 じ る

で あ る 。

会 計 学／ 125 回 - 問題は本文 30 頁，解答・解説は本文 136 頁
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商業簿記・会計学　答案用紙

問１　借方または貸方のいずれかを　　　　で囲み，金額を記入しなさい。

　　①　持分法による投資損益 （　借方　または　貸方　）　（　　　　　　）円

　　②　段階取得に係る差損益 （　借方　または　貸方　）　（　　　　　　）円

問２　
　 連　結　貸　借　対　照　表 　

 Ｘ3年３月31日 （単位：円）
資 　 　 　 産 金　　額 負債・純資産 金　　額

現 金 預 金 （ ） 支 払 手 形 （ ）

受 取 手 形 （ ） 買 掛 金 （ ）

売 掛 金 （ ） 借 入 金 （ ）

商 品 （ ） 貸 倒 引 当 金 （ ）

満 期 保 有 目 的 債 券 （ ） 繰 延 税 金 負 債 （ ）

そ の 他 有 価 証 券 （ ） そ の 他 負 債 （ ）

固 定 資 産 （ ） 資 本 金 （ ）

繰 延 税 金 資 産 （ ） 資 本 剰 余 金 （ ）

（ ） 利 益 剰 余 金 （ ）

（ ） （ ）

（ ）

（ ） （ ）

　 連　結　損　益　計　算　書 　
 自Ｘ2年４月１日至Ｘ3年３月31日 （単位：円）

費 　 　 　 用 金　　額 収 　 　 　 益 金　　額

売 上 原 価 （ ） 売 上 高 （ ）

諸 費 用 （ ） 諸 収 益 （ ）

税金等調整前当期純利益 （ ）

（ ） （ ）

法 人 税 等 （ ） 税金等調整前当期純利益 （ ）

法 人 税 等 調 整 額 （ ）

（ ）

（ ） （ ）

（ ） （ ）

（ ）

当 期 純 利 益 （ ）

（ ） （ ）

商業簿記／ 126 回 - 問題は本文 32 頁，解答・解説は本文 140 頁
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第１問

１

２

３

４

５

第２問

設問１ 千円

設問２ 千円

設問３ 千円

設問４ 千円

設問５ 資産　・　負債　・　収益　・　費用

第３問

設問１ 千円

設問２ 千円

設問３ 千円

設問４ 千円

会 計 学／ 126 回 - 問題は本文 34 頁，解答・解説は本文 146 頁
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商業簿記・会計学　答案用紙

問１
　 貸　借　対　照　表 　

 平成Ｘ年３月31日 （単位：千円）

現 金 預 金 買 掛 金

売 掛 金

貸 倒 引 当 金 △ 社 債

商 品 そ の 他 負 債 14,800

建 物 15,000 資 本 金 22,000

減価償却累計額 △ 資 本 準 備 金 4,000

備 品 その他資本剰余金 2,300

減価償却累計額 △ 利 益 準 備 金 1,000

土 地 20,000 任 意 積 立 金 7,500

投 資 有 価 証 券 繰 越 利 益 剰 余 金

関 係 会 社 株 式 新 株 予 約 権

そ の 他 資 産 31,915

社 債 発 行 費

問２

　　　総平均法による当期中の商品払出単価 　円

　　　商品評価損 　千円

商業簿記／ 128 回 - 問題は本文 36 頁，解答・解説は本文 150 頁
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問１

１

２

３

４

５

問２
　１．

Ａ受取利息 B受取手形

⑴ 千円 千円

⑵ 千円 千円

⑶ 千円 千円

　２．

借　方　科　目 金　　　額 貸　方　科　目 金　　　額

問３

設問１ 円

設問２ 円

設問３ 円

設問４ 円

設問５ 円

会 計 学／ 128 回 - 問題は本文 38 頁，解答・解説は本文 155 頁
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商業簿記・会計学　答案用紙

 　　決算整理後残高試算表　　
 X2年３月31日 （単位：千円）

借 　 方 　 科 　 目 金　　　額 貸 　 方 　 科 　 目 金　　　額

現 金 預 金 支 払 手 形

受 取 手 形 買 掛 金

売 掛 金 貸 倒 引 当 金

繰 越 商 品 未 払 費 用

前 払 費 用 未 払 法 人 税 等

繰 延 税 金 資 産 繰 延 税 金 負 債

未 収 収 益 （ ）

建 物 社 債

備 品 退 職 給 付 引 当 金

土 地 150,000 建 物 減 価 償 却 累 計 額

そ の 他 有 価 証 券 備 品 減 価 償 却 累 計 額

破 産 更 生 債 権 等 資 本 金 100,000 

売 上 原 価 資 本 準 備 金

販 売 費 利 益 準 備 金

一 般 管 理 費 別 途 積 立 金

貸 倒 引 当 金 繰 入 繰 越 利 益 剰 余 金

減 価 償 却 費 その他有価証券評価差額金

退 職 給 付 費 用 売 上

社 債 利 息 受 取 配 当 金

投 資 有 価 証 券 評 価 損 （ ）

法 人 税 等

（ ）

解答上の注意：（　　　）はすべて埋まるとは限らない。

商業簿記／ 129 回 - 問題は本文 40 頁，解答・解説は本文 160 頁
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第１問

1 a b c

2 d e

3 f g h i

4 j

第２問
１　Ａ社のケース（Ⅹ3年３月期決算における下記の金額）

　①　利益剰余金当期首残高への影響額 （ 増加 または 減少 ）  円

　②　当期の減価償却費の金額   円

　③　従来の方法に比べての税引前当期純利益への影響額  円

 （ 増加 または 減少 ）

２　Ｂ社のケース（Ⅹ3年３月期決算における遡及処理後の下記の金額）

　①　利益剰余金当期首残高への影響額 （ 増加 または 減少 ）  円

　②　当期の売上原価の金額   円

　③　従来の方法に比べての税引前当期純利益への影響額  円

 （ 増加 または 減少 ）

第３問
　繰延税金資産とは，税効果会計を適用した場合における将来減算一時差異に係る税金の額をいう。

　これらは，

ために，将来の経済的便益があるものとして，その資産性が認められる。

会 計 学／ 129 回 - 問題は本文 42 頁，解答・解説は本文 166 頁
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工業簿記・原価計算　答案用紙

工業簿記・原価計算／答案用紙
工業簿記／ 119 回 - 問題は本文 46 頁，解答・解説は本文 172 頁

第1問

①

⑤

⑨

②

⑥

⑩

③

⑦

⑪

④

⑧

⑫

第2問
問1

問2 
　⑴　自家消費を考慮する場合 
 

問3
　⑴　サービスを内製する場合の差額原価 ＝（  ）円

　⑵　Ⅹ社から購入すべきサービス量 ＝（　  ）単位

　⑶　内製する場合のサービス単価 ＝（  ）円

　⑵　自家消費を無視する場合

（単位：円）

ア イ 円 円 円 ウ 

第１製造部 第２製造部 Ａ補助部門 Ｂ補助部門

8,800,000

──　　 

10,500,000

──　　 

4,500,000

633,333

1,200,000

6,333,333

0

4,250,000

0

製造部門に配賦されるＢ補助部門費の単価＝（　　　　　　　）円

部 　 門 　 費

Ａ 補 助 部 門

Ｂ 補 助 部 門

製 造 部 門 費

（　　　　　　）（　　　　　　）

（単位：円）

第１製造部 第２製造部 Ａ補助部門 Ｂ補助部門

8,800,000

──　　 

10,500,000

──　　 

4,500,000

──　　 

0

4,250,000

──　　 

0

製造部門に配賦されるＢ補助部門費の単価＝（　　　　　　　）円

部 　 門 　 費

Ａ 補 助 部 門

Ｂ 補 助 部 門

製 造 部 門 費

（　　　　　　）（　　　　　　）
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原価計算／ 119 回 - 問題は本文 48 頁，解答・解説は本文 178 頁

問1

製品Ａの年間生産・販売量

製品Ｂの年間生産・販売量

年間貢献利益

個

個

円

問3

製品Ａの年間生産・販売量

製品Ｂの年間生産・販売量

年間貢献利益改善額

個

個

円

問4

円

円

円

円

正味差額キャッシュ・アウト・フローには，数字の先頭に△をつけること。

問2

製品Ａの年間生産・販売量

製品Ｂの年間生産・販売量

設備１の製品Ａ年間生産量

設備１の製品Ｂ年間生産量

設備２の製品Ａ年間生産量

設備２の製品Ｂ年間生産量

年間貢献利益

個

個

個

個

個

個

円

⑴　今年度末における取り替え時の正味差
額キャッシュ・フロー

⑵　毎年の正味差額キャッシュ・フロー１
年分

⑶　５年後のプロジェクト終了にかかわる
正味差額キャッシュ・フロー

⑷　設備１を設備３に取り替える投資案の
正味現在価値



19

工業簿記・原価計算　答案用紙

工業簿記／ 120 回 - 問題は本文 50 頁，解答・解説は本文 183 頁

問１

自製部品ＭＡ 自製部品ＭＢ 製 品 Ａ 製 品 Ｂ

円 円 円 円

問２

貢 献 利 益

円

問３

自製部品ＭＡ 自製部品ＭＢ 買入部品ＰＡ 買入部品ＰＢ

消 費 量 差 異 円（　 ） 円（　 ） 円（　 ） 円（　 ）

消 費 価 格 差 異 ─ ─ 円（　 ） 円（　 ）

（　 ）のなかに借方差異ならば借，貸方差異ならば貸と記入すること。

問４

買入部品ＰＭＡ 買入部品ＰＭＢ

消 費 量 差 異 円（　 ） 円（　 ）

消 費 価 格 差 異 円（　 ） 円（　 ）

（　 ）のなかに借方差異ならば借，貸方差異ならば貸と記入すること。

問５

製品製造部門 部品製造部門

製造間接費総差異 円（　 ） 円（　 ）

（　 ）のなかに借方差異ならば借，貸方差異ならば貸と記入すること。

問６

予 算 差 異 能 率 差 異 操業度差異

円（　 ） 円（　 ） 円（　 ）

（　 ）のなかに借方差異ならば借，貸方差異ならば貸と記入すること。

工
業
簿
記

原
価
計
算

商
業
簿
記

会
計
学

119
120
122
123
125
126
128
129



20

原価計算／ 120 回 - 問題は本文 52 頁，解答・解説は本文 190 頁

第１問

① 千円

② 千円

③ 千個

④ 千円

⑤ 千個

⑥ 千円

⑦ 千円

⑧ 千円

⑨ 千円

⑩ 千円

第２問

① ②

③ ④

⑤ ⑥

⑦ ⑧
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工業簿記・原価計算　答案用紙

工業簿記／ 122 回 - 問題は本文 54 頁，解答・解説は本文 195 頁

予定損益計算書（単位：千円）
７月 ８月

売　　　上　　　高 （ ） （ ）
売 　 上 　 原 　 価 （ ） （ ）
売　上　総　利　益 （ ） （ ）
販売費・一般管理費 （ ） （ ）
営 　 業 　 利 　 益 （ ） （ ）
支 　 払 　 利 　 息 （ ） （ ）
経 　 常 　 利 　 益 （ ） （ ）
固定資産売却損益 （ ） （ ）
税引前当期純利益 （ ） （ ）
法 　 人 　 税 　 等 （ ） （ ）
当　期　純　利　益 （ ） （ ）

　　　（注）固定資産売却損益は，売却損の場合，金額の前に△をつけること。

予定貸借対照表（単位：千円）
７月 ８月

流　動　資　産
　現　　　　　金 （ ） （ ）
　売　　掛　　金 （ ） （ ）
　製　　　　　品 （ ） （ ）
　原　　　　　料 （ ） （ ）
　　小　　　計 （ ） （ ）
固　定　資　産
　土　　　　　地 （ ） （ ）
　建 物 ・ 設 備 （ ） （ ）
　　減価償却累計額 （ ） （ ）
　　小　　　計 （ ） （ ）
　合　　　　　計 （ ） （ ）
流　動　負　債
　買　　掛　　金 （ ） （ ）
　借　　入　　金 （ ） （ ）
　未 払 法 人 税 等 （ ） （ ）
　　小　　　計 （ ） （ ）
固　定　負　債 （ ） （ ）
株　主　資　本
　資　　本　　金 （ ） （ ）
　資 本 剰 余 金 （ ） （ ）
　利 益 剰 余 金 （ ） （ ）
　　小　　　計 （ ） （ ）
　合　　　　　計 （ ） （ ）
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原価計算／ 122 回 - 問題は本文 56 頁，解答・解説は本文 200 頁

問１

円

問２

円

問３

円

問４

円

問５

円

問６

円

問７

円
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工業簿記・原価計算　答案用紙

工業簿記／ 123 回 - 問題は本文 58 頁，解答・解説は本文 204 頁

問１

 仕　　　掛　　　品 （単位：円）

月初仕掛品原価 （ ） 完成品製造原価 （ ）

原 料 費 （ ） 正 常 仕 損 費 （ ）

直 接 労 務 費 （ ） 異 常 仕 損 費 （ ）

製 造 間 接 費 （ ） 月末仕掛品原価 （ ）

原 価 差 異 （ ）

（ ） （ ）

問２

原 料 数 量 差 異 円

作 業 時 間 差 異 円

問３

プロダクト・ミックス変更による差異

原 料 数 量 差 異 円

作 業 時 間 差 異 円

問４

Ａ－１とＡ－２のそれぞれに原価標準を設定し
たうえで標準原価計算を行ったと仮定した場合
の月初仕掛品原価

円

製品勘定へ製品勘定へ
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原価計算／ 123 回 - 問題は本文 60 頁，解答・解説は本文 209 頁

第１問
問１

正常仕損品 異常仕損品 合　　　計

単位 単位 単位

問２

前工程費に関する完成品換算総量 単位

直接材料費Ａに関する完成品換算総量 単位

直接材料費Ｂに関する完成品換算総量 単位

直接材料費Ｃに関する完成品換算総量 単位

加工費に関する完成品換算総量 単位

問３

完 成 品 原 価  千円

月末仕掛品原価  千円

仕 損 品 原 価  千円

問４

正常仕損費を含まない単位原価 正常仕損費を含む単位原価

千円 千円

問５

正常仕損率を10％と設定するなら，当月の営業利益は  円，（　増加　，　減少　）する。

　（増加または減少のいずれか適切な言葉を で囲みなさい。）

第２問

問１

製 品 Ｙ 単位 製 品 Ｚ 単位

問２

月間営業利益 円

問３

製品Ｚの販売単価が  円未満になると，最適セールス・ミックスは変化する。
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工業簿記・原価計算　答案用紙

工業簿記／ 125 回 - 問題は本文 62 頁，解答・解説は本文 216 頁

第１問
問１

　損　益　計　算　書　　　　 （単位：円）

売上高 25,000,000

売上原価

　標準売上原価 （ ）

　標準原価差異 366,600 （ ）

売上総利益 （ ）

販売費及び一般管理費 4,155,400

営業利益 （ ）

問２

① 円 ② 円 ③ 円

④ 円 ⑤ 円 ⑥ 円

問３

材料受入価格差異  円 （ 　 　 ）

直 接 材 料 費 差 異 材料消費量差異 円 （ 　 　 ）

直 接 労 務 費 差 異
労 働 賃 率 差 異 円 （ 　 　 ）

労 働 時 間 差 異 円 （ 　 　 ）

製 造 間 接 費 差 異

予 算 差 異 円 （ 　 　 ）

能 率 差 異 円 （ 　 　 ）

操 業 度 差 異 円 （ 　 　 ）

　　　（注） 　金額の後の（　）内には，借方差異ないし不利差異であれば，「借」または「不利」，
貸方差異ないし有利差異であれば，「貸」または「有利」と記入しなさい。

第２問

① ② ③

④ ⑤ ⑥

⑦ ⑧ ⑨
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原価計算／ 125 回 - 問題は本文 64 頁，解答・解説は本文 220 頁

問１
⑴ 　製品Ｂの製造・販売を開始した後に，製品Ａを３個製造した

場合には，製品Ｂの製造を何個犠牲にすることになるか。
個

⑵ 　製品Ｂの製造を１個犠牲にするといくらの利益を失うか。 円

⑶ 　製品Ａを３個製造すると，購入済みの材料ａを売却した場合
に得られるであろう収益をいくら犠牲にするか。

円

⑷ 　製品Ｂの製造・販売を開始した後に，購入済みの材料ａを使っ
て製品Ａを３個製造することの機会原価はいくらか。

円

問２
　 　製品Ｂの製造・販売を開始した後に，購入済みの材料ａを使って製品Ａを1,500個製造，販
　売することは，製品Ｂのみを製造，販売する場合に比べて

円 　有利

不利 （いずれかを○で囲む）

問３
　 　アタッチメントをレンタルしない場合と比べて，このアタッチメントをレンタルするほうが，
　１カ月当たり

円 　有利

不利 （いずれかを○で囲む）

問４

⑴ 円

⑵ 円

⑶ 円

⑷ 円
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工業簿記・原価計算　答案用紙

工業簿記／ 126 回 - 問題は本文 66 頁，解答・解説は本文 225 頁

第１問

Ａ ① 原価企画　　② 利益計画　　③ 原価管理　　④ 採算把握　　⑤ 意思決定

Ｂ ① 複式簿記的　　② 管理会計的　　③ 随時断片的　　④ 常時継続的

Ｃ ① 管理会計的　　② 随時断片的　　③ 特殊調査的　　④ 常時継続的

Ｄ ① 製品　　② 収益　　③ 給付　　④ 部門　　⑤ 成果物　　⑥ 原価計算対象

Ｅ ① 各部門　　② 現場　　③ 財務会計　　④ 管理会計　　⑤ 期間損益計算

第２問
問１ 全部原価計算の営業利益は，直接原価計算の営業利益に比べて，

円 （ 大きい　・　小さい ）

※（　　　）の中は適切な方を で囲みなさい。以下同じ。

問２ 全部原価計算の営業利益は，直接原価計算の営業利益に比べて，

円 （ 大きい　・　小さい ）

問３ 直接原価計算の場合，2010年５月の営業利益は，４月の営業利益に比べて，

円 （ 大きい　・　小さい ）

問４ 全部原価計算の営業利益は，生産量が10個あがるごとに，

円ずつ， （ 増加する　・　減少する ）

問５ 原価差異の追加配賦を行った場合の全部原価計算の営業利益は，直接原価計算の営業利益に比べて，

円 （ 大きい　・　小さい ）

工
業
簿
記

原
価
計
算

商
業
簿
記

会
計
学

119
120
122
123
125
126
128
129
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原価計算／ 126 回 - 問題は本文 68 頁，解答・解説は本文 230 頁

第１問

① ② ③ ④

⑤ ⑥ ⑦

第２問
問１
　⑴

工　程 完成品総合原価 完成品単位原価

第２工程 円 円/kg

第３工程 円 円/kg

　⑵ （単位：円）

製品Ａ 製品Ｂ 製品Ｃ

売　上　高

売 上 原 価

売上総利益

問２
　⑴

工　程 完成品総合原価 完成品単位原価

第２工程 円 円/kg

第３工程 円 円/kg

　⑵ （単位：円）

製品Ａ 製品Ｂ 製品Ｃ

売　上　高

売 上 原 価

売上総利益
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工業簿記・原価計算　答案用紙

問１

素　 材　 ｘ 円 （ 借方　，　貸方 ）

半製品ｘ－２ 円 （ 借方　，　貸方 ）

半製品ｘ－３ 円 （ 借方　，　貸方 ）

問２

第１加工工程 円 （ 借方　，　貸方 ）

第２加工工程 円 （ 借方　，　貸方 ）

仕 上 工 程 円 （ 借方　，　貸方 ）

問３

仕　　掛　　品 （単位：円）

月 初 仕 掛 品 （ ） 製 品 （ ）

素 材 （ ） 月 末 仕 掛 品 （ ）

直 接 労 務 費 （ ） 外 注 先 負 担 分 （ ）

直 接 経 費 （ ） 原 価 差 異 （ ）

製 造 間 接 費 （ ）

（ ） （ ）

工業簿記／ 128 回 - 問題は本文 70 頁，解答・解説は本文 235 頁
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第１問
問１

 　製品別実際損益計算書　 （単位：千円）

製　品　Ｘ 製　品　Ｙ 合　　　計

売 上 高 （ ） （ ） （ ）

標 準 変 動 費：

製 造 原 価 （ ） （ ） （ ）

販 売 費 （ ） （ ） （ ）

計 （ ） （ ） （ ）

標 準 貢 献 利 益 （ ） （ ） （ ）

標 準 変 動 費 差 異 （ ） （ ） （ ）

実 際 貢 献 利 益 （ ） （ ） （ ）

固 定 費 （ ）

営 業 利 益 （ 70,000 ）

問２
 　差　異　分　析　表　 （単位：千円）

製　品　Ｘ 製　品　Ｙ 合　　　計

販 売 価 格 差 異 （有利，不利） （有利，不利） （有利，不利）

売上高販売数量差異 （有利，不利） （有利，不利） （有利，不利）

変動費販売数量差異 （有利，不利） （有利，不利） （有利，不利）

標 準 変 動 費 差 異 ？　　（有利，不利） ？　　（有利，不利） ？　　（有利，不利）

固 定 費 差 異 ─ ─ （有利，不利）

合　　　計 ─ ─ 30,000 （有利，不利）

　　（注）（　　　）内の｢有利｣または｢不利｣を○で囲みなさい。差異が０の場合には○で囲む必要はない。  

第２問

製品Ｘ（100個） 製品Ｙ（50個） 合　　　計

顧客Ａへの売上原価 円 円 円

原価計算／ 128 回 - 問題は本文 72 頁，解答・解説は本文 240 頁
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工業簿記・原価計算　答案用紙

問１
第１工程－製品Ｘ

月 初 仕 掛 品 原 価 完 成 品 原 価

原 料 費 （ ） 原 料 費 （ ）

加 工 費 （ ） 加 工 費 （ ）

当 月 製 造 費 用 月 末 仕 掛 品 原 価

原 料 費 （ ） 原 料 費 （ ）

直 接 労 務 費 （ ） 加 工 費 （ ）

製 造 間 接 費 （ ） 仕 損 品（ 原 料 ） 1,800,000

（ ） （ ）

問２

① ② ③ ④ ⑤

問３

 製品Ｘ 円  製品Ｙ 円

問４

 製品Ｘ 円  製品Ｙ 円

工業簿記／ 129 回 - 問題は本文 74 頁，解答・解説は本文 244 頁
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問１

時間

問２

既設ライン 個

新設ライン 個

問３

時間

問４

円

問５

円

問６

円

問７

円

問８

円

原価計算／ 129 回 - 問題は本文 76 頁，解答・解説は本文 248 頁
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最新問題　答案用紙

商業簿記／ 131 回 - 問題は本文 254 頁，解答・解説は本文 290 頁

最 新 問 題 ・ 答 案 用 紙

問１

a d

b e

c

問２

	 　連　結　貸　借　対　照　表　
	 X2年度末	 （単位：千円）

現 金 預 金 （ ） 仕 入 債 務 （ ）

売 上 債 権 （ ） 借 入 金 （ ）

棚 卸 資 産 （ ） 資 本 金 （ ）

有 形 固 定 資 産 （ ） 資 本 剰 余 金 （ ）

の れ ん （ ） 利 益 剰 余 金 （ ）

そ の 他 有 価 証 券 （ ） その他有価証券評価差額金 （ ）

（ ）（ ）

（ ）（ ）

（ ） （ ）

問３

千円

最
新
問
題

131
132
134
135
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会 計 学／ 131 回 - 問題は本文 256 頁，解答・解説は本文 299 頁

問１

1

2

3

4

5

問２

　 区分法 一括法

社債発行時社債計上額 ［１］ 千円 ［２］ 千円

１．における
　　社債利息計上額 ［３］ 千円 ［４］ 千円

２．における
　　株式への転換請求により
　　生じる資本金組入額

［５］ 千円 ［６］ 千円

３．における
　　社債償還に伴う
　　新株予約権戻入益

［７］ 千円 　

３．における
　　社債償還に伴う社債償還額 　 ［８］ 千円

４．における
　　自己株式処分差額 ［９］ 千円 　

自己株式処分差額の貸借対照表
上の最も適切な記載区分 ［10］ 　

問３

設　　問 　

１ Ｂ社の純資産と収益還元価値の平均額 千円

２ Ａ社の１株当たり企業評価額 円

３ Ａ社株式の１株当たりのＢ社株式交換比率 株

４ Ａ社の新株発行に伴う資本金の増加額 千円

５ 「のれん」計上額 千円
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最新問題　答案用紙

工業簿記／ 131 回 - 問題は本文 258 頁，解答・解説は本文 305 頁

最
新
問
題

131
132
134
135

問１

ケースＢ ケースＣ

	円 	円

問２

仕　　掛　　品 （単位：円）

直 接 材 料 費 13,938,350 製 品 （ ）

直 接 労 務 費 （ ）月 末 仕 掛 品 （ ）

製 造 間 接 費 （ ）

（ ） （ ）

問３

製　品　Ａ 製　品　Ｂ 製　品　Ｃ

	円 	円 	円

問４

	円

問５

	円

問６

	円 （　増加	　　減少　）する

　　増加　減少のいずれか該当するほうを○で囲むこと。
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原価計算／ 131 回 - 問題は本文 260 頁，解答・解説は本文 311 頁

① 千円

② 千円

③

④

⑤ 円

⑥

⑦ 個

⑧

⑨ 千円

⑩

⑪

⑫ 千円

⑬ 千円

⑭ 千円

⑮

⑯
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最新問題　答案用紙

商業簿記／ 132 回 - 問題は本文 262 頁，解答・解説は本文 317 頁

最 新 問 題 ・ 答 案 用 紙

	 　決算整理後残高試算表　
	 平成24年３月31日	 （単位：千円）

借 　 方 　 科 　 目 金　　　額 貸 　 方 　 科 　 目 金　　　額

現 金 預 金 支 払 手 形

受 取 手 形 買 掛 金

売 掛 金 未 払 法 人 税 等

繰 越 商 品 未 払 費 用

未 収 金 １年以内返済予定長期借入金

回 収 業 務 資 産 貸 倒 引 当 金

前 払 費 用 リ ー ス 債 務

金 利 ス ワ ッ プ 資 産 建物減価償却累計額

建 物 備品減価償却累計額

備 品 リース資産減価償却累計額

リ ー ス 資 産 資 本 金

土 地 資 本 準 備 金

不 渡 手 形 利 益 準 備 金

仕 入 任 意 積 立 金

棚 卸 減 耗 損 繰 越 利 益 剰 余 金

商 品 評 価 損 繰 延 ヘ ッ ジ 損 益

貸 倒 引 当 金 繰 入 売 上

減 価 償 却 費 受 取 利 息

販売費・一般管理費 長 期 貸 付 金 売 却 益

支 払 利 息 貸 倒 引 当 金 戻 入

手 形 売 却 損

保 証 債 務 損 失

法 人 税 等

最
新
問
題

131
132
134
135
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会 計 学／ 132 回 - 問題は本文 264 頁，解答・解説は本文 322 頁

第１問

Ⅰ欄
語句の記号

Ⅱ欄
正しいと思われる適当な語句

1

2

3

4

第２問

⑴ 円

⑵ 円

⑶ 円

⑷ 円

⑸ 円

⑹ （　借　または　貸　） 円

⑺ （　借　または　貸　） 円

第３問
　　（負ののれんの定義）

　　　負ののれんとは，

　　　 	である。

　　（負ののれんの会計処理）

　　　 	として処理される。

　　（そのように会計処理する理由）
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最新問題　答案用紙

工業簿記／ 132 回 - 問題は本文 266 頁，解答・解説は本文 327 頁

問題１
問１

中間生産物Ａの原価標準

	円/kg

問２ 問３ 問４
購入原料価格差異 原料配合差異 原料歩留差異

	円
（　有利	，不利　）

いずれかを○で囲みなさい。

	円
（　有利	，不利　）

いずれかを○で囲みなさい。

	円
（　有利	，不利　）

いずれかを○で囲みなさい。

問５
労働価格差異 労働能率差異 労働歩留差異

	円
（　有利	，不利　）

	円
（　有利	，不利　）

	円
（　有利	，不利　）

　　	有利な差異の場合には有利に，不利な差異の場合には不利に○をつけなさい。

問６
消費差異 能率差異 不働能力差異 歩留差異

	円
（　有利	，不利　）

	円
（　有利	，不利　）

	円
（　有利	，不利　）

	円
（　有利	，不利　）

　　	有利な差異の場合には有利に，不利な差異の場合には不利に○をつけなさい。

問７

第２工程完成品総合原価

	円

問題２

① ② ③ ④

最
新
問
題

131
132
134
135
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原価計算／ 132 回 - 問題は本文 268 頁，解答・解説は本文 331 頁

問題１

　　　600個分の注文を引き受けることは、引き受けない場合より、（　　　　　　　）円

　　　（　有利　不利　）。

　　　　いずれかを○で囲みなさい。

問題２

　　　製品Ａの製造を減らして、製品Ｂを100個製造販売することは、製品Ａのみを製造販売する

　　　より、（　　　　　　　）円（　有利　不利　）。

　　　　　　　　　　　　　　　　いずれかを○で囲みなさい。

問題３

問１ 円

問２ 円

問３⑴ 円

　　⑵ 円

　　⑶

　　　　（　Ａ案　Ｂ案　）が有利。

　　　　　いずれかを○で囲みなさい。

　　　　Ａ案とＢ案の正味現在価値の差は次の式で求めることができる。

　　　　20,000,000円	－	20,000,000円	×	
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最新問題　答案用紙

商業簿記／ 134 回 - 問題は本文 270 頁，解答・解説は本文 334 頁

最 新 問 題 ・ 答 案 用 紙

問１
	 　連　結　貸　借　対　照　表　	 （単位：千円）

資 　 　 　 産 金　　　　額 負債・純資産 金　　　　額
当 座 資 産 流 動 負 債
棚 卸 資 産 固 定 負 債
有 形 固 定 資 産 資 本 金
の れ ん 利 益 剰 余 金
そ の 他 有 価 証 券 その他の包括利益累計額

少 数 株 主 持 分
合　　　　計 合　　　　計

	 　連	結	包	括	利	益	計	算	書　	 （単位：千円）
当 期 純 利 益 （ ）
少 数 株 主 利 益 （ ）
少数株主利益調整前当期純利益 （ ）
その他の包括利益 （ ）
包 括 利 益 （ ）

問２
	 　Ｔ社個別貸借対照表　	 （単位：千円）

資 　 　 　 産 金　　　　額 負債・純資産 金　　　　額
当 座 資 産 流 動 負 債
棚 卸 資 産 固 定 負 債
有 形 固 定 資 産 資 本 金

利 益 剰 余 金
合　　　　計 合　　　　計

問３
	 　連　結　貸　借　対　照　表　	 （単位：千円）

資 　 　 　 産 金　　　　額 負債・純資産 金　　　　額
当 座 資 産 流 動 負 債
棚 卸 資 産 固 定 負 債
有 形 固 定 資 産 資 本 金
の れ ん 利 益 剰 余 金
そ の 他 有 価 証 券 その他の包括利益累計額

少 数 株 主 持 分
合　　　　計 合　　　　計

最
新
問
題

131
132
134
135
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会 計 学／ 134 回 - 問題は本文 272 頁，解答・解説は本文 342 頁

第１問

⑴ ⑵ ⑶ ⑷ ⑸

第２問
問１

資産グループＡ 資産グループＢ 資産グループＣ

問２
（単位：千円）

資産グループＡ 資産グループＢ 資産グループＣ

問３

⑴ （単位：千円）
各資産の減損損失 各資産の帳簿価額

資 産 グ ル ー プ Ａ

資 産 グ ル ー プ Ｂ

資 産 グ ル ー プ Ｃ

共 用 資 産

⑵ （単位：千円）
各資産の減損損失 各資産の帳簿価額

資 産 グ ル ー プ Ａ

資 産 グ ル ー プ Ｂ

資 産 グ ル ー プ Ｃ

共 用 資 産

第３問

ア イ ウ

エ オ
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最新問題　答案用紙

工業簿記／ 134 回 - 問題は本文 274 頁，解答・解説は本文 348 頁

問１
仕　　掛　　品 （単位：円）

月 初 仕 掛 品 （ ）製 品 （ ）

直 接 材 料 費 （ ）月 末 仕 掛 品 （ ）

直 接 労 務 費 （ ）原 価 差 異 （ ）

製 造 間 接 費 18,600,000

（ ） （ ）

問２　直接材料消費量差異

円（　有利差異	，	不利差異　）

問３　直接作業時間差異

円（　有利差異	，	不利差異　）

問４　製造間接費総差異

円（　有利差異	，	不利差異　）

問５

予 算 差 異 円（　有利差異	，	不利差異　）

能 率 差 異 円（　有利差異	，	不利差異　）

操 業 度 差 異 円（　有利差異	，	不利差異　）

問６

材料Ａ第１工程消費量差異 円（　有利差異	，	不利差異　）

材料Ｂ第１工程消費量差異 円（　有利差異	，	不利差異　）

材料Ｂ第３工程消費量差異 円（　有利差異	，	不利差異　）

前工程完成品第２工程消費量差異 円（　有利差異	，	不利差異　）

前工程完成品第３工程消費量差異 円（　有利差異	，	不利差異　）

問７

第 １ 工 程 作 業 時 間 差 異 円（　有利差異	，	不利差異　）

第 ２ 工 程 作 業 時 間 差 異 円（　有利差異	，	不利差異　）

第 ３ 工 程 作 業 時 間 差 異 円（　有利差異	，	不利差異　）

最
新
問
題

131
132
134
135
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原価計算／ 134 回 - 問題は本文 276 頁，解答・解説は本文 356 頁

問１
（単位：万円）

20X4年３月期 20X5年３月期 20X6年３月期 20X7年３月期 20X8年３月期
正味キャッシュ・
フロー

　　キャッシュ・アウトフローとなる場合には，金額の前に△をつけること。

問２

　　（　　　　　　　　　　）万円

　　キャッシュ・アウトフローとなる場合には，金額の前に△をつけること。

問３

　　回収期間は（　　　　　　　　　　）年

問４

　　加重平均資本コスト率は（　　　　　　　　　　）％

問５

① ②

③ ④

⑤ 正　　　　　　　　　負 ⑥

⑦ 大き　　　　　　　　小さ ⑧ 製品Ｘ　　　　　　　製品Ｙ
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最新問題　答案用紙

商業簿記／ 135 回 - 問題は本文 278 頁，解答・解説は本文 360 頁

最 新 問 題 ・ 答 案 用 紙

最
新
問
題

131
132
134
135

損　　　　　　　益 （単位：千円）
摘　　　　　要 金　　額 摘　　　　　要 金　　額

3/31 仕 入 3/31 一 般 売 上
〃 割 賦 売 上 利 益 控 除 〃 割 賦 売 上 16,875
〃 販 売 費 〃 未 着 品 売 上
〃 一 般 管 理 費 〃 繰延割賦売上利益戻入
〃 減 価 償 却 費 〃 有 価 証 券 運 用 損 益
〃 貸 倒 引 当 金 繰 入 〃 （ ）
〃 退 職 給 付 費 用 〃 受 取 利 息 500
〃 （ 　 　 　 　 ） 償 却
〃 取 戻 損 失
〃 社 債 利 息
〃 支 払 利 息
〃 （ ）
〃 社 債 発 行 費 償 却
〃 関係会社株式評価損
〃 繰 越 利 益 剰 余 金

　繰　越　試　算　表　
平成X4年３月31日 （単位：千円）

借　方　科　目 金　　額 貸　方　科　目 金　　額
現 金 預 金 支 払 手 形 2,720
受 取 手 形 3,600 買 掛 金 2,349
売 掛 金 4,200 （ ）
割 賦 売 掛 金 貸 倒 引 当 金
繰 越 商 品 退 職 給 付 引 当 金
取 戻 商 品 建 物 減 価 償 却 累 計 額
売 買 目 的 有 価 証 券 備 品 減 価 償 却 累 計 額
建 物 未 払 費 用
備 品 社 債
土 地 リ ー ス 債 務
満 期 保 有 目 的 債 券 長　 期　（　　　　　　　）
そ の 他 有 価 証 券 資 本 金
関 係 会 社 株 式 資 本 準 備 金
長 期 貸 付 金 そ の 他 資 本 剰 余 金
ソ フ ト ウ ェ ア 利 益 準 備 金
前 払 費 用 任 意 積 立 金
社 債 発 行 費 繰 越 利 益 剰 余 金

その他有価証券評価差額金
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会 計 学／ 135 回 - 問題は本文 282 頁，解答・解説は本文 368 頁

第１問

Ⅰ　欄 Ⅱ　　　　欄

１

２

３

４

第２問

　問１ 借　　　　方 貸　　　　方

Ａ社

Ｂ社

　問２ 借　　　　方 貸　　　　方

Ａ社

Ｂ社

　問３ 借　　　　方 貸　　　　方

Ａ社

第３問

ａ ｄ

ｂ ｅ

ｃ
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最新問題　答案用紙

工業簿記／ 135 回 - 問題は本文 284 頁，解答・解説は本文 372 頁

最
新
問
題

131
132
134
135

第１問
　問１　（注）勘定の単位はすべて千円とする。

仕　　掛　　品

前 月 繰 越 12,400 製 品 （ ）

材 料 （ ） 次 月 繰 越 （ ）

賃 金　・ 給 料 （ ）

製 造 間 接 費 （ ）

（ ） （ ）

　問２

製造間接費配賦差異 千円　（　借方差異		，貸方差異　）

（　　）内はいずれかを○で囲みなさい。

第２問

①

②

③

④

⑤

第３問

Ⅰ　欄 Ⅱ　欄

⑴

⑵

⑶
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原価計算／ 135 回 - 問題は本文 286 頁，解答・解説は本文 378 頁

第１問

問１ 万円

問２ 万円

第２問

ア （万円）

イ （ ％ ）

ウ （ ％ ）

エ （万円）

オ （万円）

カ 　　大きく　　　　　小さく

第３問

問１ 個増加させることができる

問２ １）　（　　　　　）時間（　　増加　　減少　　）する。

２）　	変化なし

１）か２）を○で囲みなさい。
１）の場合は，適切な数字を入れて増加か減少を○で囲みなさい。

問３ 材料ｂを使うほうが	 万円有利

問４ （　　第１案　　第２案　　）のほうが	 万円有利

第１案か第２案を○で囲みなさい。


